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(57)【要約】
【課題】小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶表示装
置に適用しても輝度むらが生じにくい信号線駆動回路を
提供する。
【解決手段】第１信号線６１又は第４信号線６４に対応
した正極性の階調電圧を発生する第１ＤＡ変換器４１と
、第４信号線６４又は第１信号線６１に対応した負極性
の階調電圧を発生する第２ＤＡ変換器４２と、第５信号
線６５又は第２信号線６２に対応した正極性の階調電圧
を発生する第３ＤＡ変換器４３と、第２信号線６２又は
第５信号線６５に対応した負極性の階調電圧を発生する
第４ＤＡ変換器４４と、第３信号線６３又は第６信号線
６６に対応した正極性の階調電圧を発生する第５ＤＡ変
換器４５と、第６信号線６６又は第３信号線６３に対応
した負極性の階調電圧を発生する第６ＤＡ変換器４６と
、その切り替え制御をする第１～第３入力切替回路３１
～３３及び第１～第３出力切替回路５１～５３を備える
。
【選択図】図５Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２次元状に配置された液晶の画素群と、前記画素群の各列に対応して設けられたｎ本の
信号線とを備え、前記信号線を介して、各画素が有する画素電極に対して、各画素に共通
の対向電極を基準に正極性及び負極性の電圧を印加する液晶表示装置に用いられる信号線
駆動回路であって、
　前記ｎ本の信号線のそれぞれに対応して設けられたｎ個のＤＡ変換器と、
　前記ｎ個のＤＡ変換器の動作を切り替える切り替え回路とを備え、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ（ｉは、１以上、かつ、ｎ以下の奇数）番目のＤＡ
変換器は、第ｉ番目の信号線又は第ｋ（ｋは、２以上、かつ、ｎ以下、かつ、ｉから３以
上離れた偶数）番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、２以上、かつ、ｎ以下の偶数）番目のＤＡ
変換器は、第ｊ番目の信号線又は第ｍ（ｍは、１以上、かつ、ｎ以下、かつ、ｊから３以
上離れた奇数）番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、
　前記切り替え回路は、（１）前記第ｉ番目のＤＡ変換器が第ｉ番目の信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生し、前記第ｊ番目のＤＡ変換器が第ｊ番目の信号線に対応した負
極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）前記第ｉ番目のＤＡ変換器が前記第ｋ番目
の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第ｊ番目のＤＡ変換器が前記第ｍ番
目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるように切
り替えることを繰り返す
　信号線駆動回路。
【請求項２】
　前記ｎ本の信号線のうち、隣接して配置された６本の信号線を第１～第６信号線とした
ときに、
　前記ｎ個のＤＡ変換器は、
　第１信号線又は第４信号線に対応した正極性の階調電圧を発生する第１ＤＡ変換器と、
　第４信号線又は第１信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第２ＤＡ変換器と、
　第５信号線又は第２信号線に対応した正極性の階調電圧を発生する第３ＤＡ変換器と、
　第２信号線又は第５信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第４ＤＡ変換器と、
　第３信号線又は第６信号線に対応した正極性の階調電圧を発生する第５ＤＡ変換器と、
　第６信号線又は第３信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第６ＤＡ変換器とを
含み、
　前記切り替え回路は、
　（１）前記第１ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前
記第２ＤＡ変換器が前記第４信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ
変換器が前記第５信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前
記第２信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第５ＤＡ変換器が前記第３信号
線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第６ＤＡ変換器が前記第６信号線に対応し
た負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）前記第１ＤＡ変換器が前記第４信号線
に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した
負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した正極性の階
調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前記第５信号線に対応した負極性の階調電圧を発
生し、前記第５ＤＡ変換器が前記第６信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記
第６ＤＡ変換器が前記第３信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交
互に行われるように切り替えることを繰り返す
　請求項１記載の信号線駆動回路。
【請求項３】
　前記信号線のうち、隣接して配置された４本の信号線を第１～第４信号線としたときに
、
　前記ｎ個のＤＡ変換器は、
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　第１信号線、第４信号線、第３信号線又は第２信号線に対応した正極性の階調電圧を発
生する第１ＤＡ変換器と、
　第２信号線、第１信号線、第４信号線又は第３信号線に対応した負極性の階調電圧を発
生する第２ＤＡ変換器と、
　第３信号線、第２信号線、第１信号線又は第４信号線に対応した正極性の階調電圧を発
生する第３ＤＡ変換器と、
　第４信号線、第３信号線、第２信号線又は第１信号線に対応した負極性の階調電圧を発
生する第４ＤＡ変換器とを含み、
　前記切り替え回路は、
　（１）前記第１ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前
記第２ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ
変換器が前記第３信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前
記第４信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）前記第１ＤＡ変
換器が前記第４信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換器が前記
第１信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第２信号線
に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前記第３信号線に対応した
負極性の階調電圧を発生する第２動作と、（３）前記第１ＤＡ変換器が前記第３信号線に
対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換器が前記第４信号線に対応した負
極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した正極性の階調
電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した負極性の階調電圧を発生
する第３動作と、（４）前記第１ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した正極性の階調電
圧を発生し、前記第２ＤＡ変換器が前記第３信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し
、前記第３ＤＡ変換器が前記第４信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第４
ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第４動作のうち、少
なくとも２つの動作が順に行われるように切り替えることを繰り返す
　請求項１記載の信号線駆動回路。
【請求項４】
　前記切り替え回路は、前記第１動作と前記第２動作とが交互に行われるように切り替え
ることを繰り返す
　請求項３記載の信号線駆動回路。
【請求項５】
　前記切り替え回路は、前記第１動作、前記第２動作、前記第３動作及び前記第４動作が
順に行われるように切り替えることを繰り返す
　請求項３記載の信号線駆動回路。
【請求項６】
　２次元状に配置された液晶の画素群と、前記画素群の各列に対応して設けられたｎ本の
信号線とを備え、前記信号線を介して、各画素が有する画素電極に対して、各画素に共通
の対向電極を基準に正極性及び負極性の電圧を印加する液晶表示装置に用いられる信号線
駆動回路であって、
　前記ｎ本の信号線のそれぞれに対応して設けられたｎ個のＤＡ変換器と、
　前記ｎ個のＤＡ変換器の動作を切り替える切り替え回路とを備え、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの奇数番目のＤＡ変換器は、対応する信号線又は対応する
信号線よりも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線に対応した正極性の階調電圧を発生
し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの偶数番目のＤＡ変換器は、対応する信号線又は対応する
信号線よりも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線に対応した負極性の階調電圧を発生
し、
　前記切り替え回路は、（１）前記奇数番目のＤＡ変換器が対応する信号線に対応した正
極性の階調電圧を発生し、前記偶数番目のＤＡ変換器が対応する信号線に対応した負極性
の階調電圧を発生する第１動作と、（２）前記奇数番目のＤＡ変換器が対応する信号線よ
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りも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記
偶数番目のＤＡ変換器が対応する信号線よりも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線に
対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるように切り替えること
を繰り返す
　信号線駆動回路。
【請求項７】
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第１番目のＤＡ変換器は、第１番目の信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ（ｉは、３以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目
のＤＡ変換器のそれぞれは、第ｉ番目の信号線又は第（ｉ－１）番目の信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、２以上、かつ、ｎ以下の全て偶数）番目の
ＤＡ変換器のそれぞれは、第ｊ番目の信号線又は第（ｊ－１）番目の信号線に対応した負
極性の階調電圧を発生し、
　前記切り替え回路は、（１）前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｋ（ｋは、１以上、かつ
、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれぞれが第ｋ番目の信号線に対応した正極
性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目のＤＡ変換器のそれぞれ
が第ｊ番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）前記ｎ個
のＤＡ変換器のうちの第ｉ番目のＤＡ変換器のそれぞれが第（ｉ－１）番目の信号線に対
応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目のＤＡ変換器
のそれぞれが第（ｊ－１）番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作
とが交互に行われるように切り替えることを繰り返す
　請求項６記載の信号線駆動回路。
【請求項８】
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第１番目のＤＡ変換器は、第１番目の信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第２番目のＤＡ変換器は、第２番目の信号線に対応した
負極性の階調電圧を発生し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第３番目のＤＡ変換器は、第３番目の信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、４以上、かつ、ｎ以下の全て偶数）番目の
ＤＡ変換器のそれぞれは、第ｊ番目の信号線又は第（ｊ－３）番目の信号線に対応した負
極性の階調電圧を発生し、
　前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ（ｉは、５以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目
のＤＡ変換器のそれぞれは、第ｉ番目の信号線又は第（ｉ－３）番目の信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生し、
　前記切り替え回路は、（１）前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｋ（ｋは、１以上、かつ
、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれぞれが第ｋ番目の信号線に対応した正極
性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｍ（ｍは、２以上、かつ、ｎ以
下の全ての偶数）番目のＤＡ変換器のそれぞれが第ｍ番目の信号線に対応した負極性の階
調電圧を発生する第１動作と、（２）前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ番目のＤＡ変換
器のそれぞれが第（ｉ－３）番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ
個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目のＤＡ変換器のそれぞれが第（ｊ－３）番目の信号線に
対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるように切り替えること
を繰り返す
　請求項６記載の信号線駆動回路。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項に記載の信号線駆動回路と、
　前記信号線駆動回路から信号線を介して供給される階調電圧に応じて輝度を変化させる
画素を有する液晶パネルと
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　を備える液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置及びその信号線を駆動する回路に関し、特に、画素電極に対し
てコモン一定駆動法による駆動を行う液晶表示装置用の信号線駆動回路等に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置の代表的なものとして、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）型の液晶表示装置が
ある。このような液晶表示装置を構成する各画素では、対向電極と画素電極で挟まれた空
間に液晶が充填されており、ＴＦＴを介して、対向電極を基準に、画素電極に階調電圧が
印加される。階調電圧は、フレーム周期で、各画素電極に印加されるが、液晶分子の劣化
を防止するために、階調電圧が交流の形態で液晶に印加される必要がある。液晶に交流電
圧を印加する方法として、いわゆるコモン一定駆動法とコモン反転駆動法とがある。
【０００３】
　コモン一定駆動法は、対向電極の電圧を一定レベルに固定したまま画素電極に対して対
向電極電圧を基準に正極性を有する電圧と負極性を有する電圧とを交互に印加する。一方
、コモン反転駆動法は、対向電極の電圧を高レベルと低レベルとの間で反転させながら、
画素電極に対して対向電極電圧を基準に正極性を有する電圧と負極性を有する電圧を交互
に印加する。コモン反転駆動法は、大容量の対向電極を交流駆動するために消費電力が多
く、表示品質の点でも劣るという欠点がある。一方、コモン一定駆動法は、消費電力が少
なく表示品質に優れている。このことから、特に大画面の液晶表示装置では、コモン一定
駆動法が適していると言われている。
【０００４】
　ところが、コモン一定駆動法では、画素電極に対して、一定電圧が印加された対向電極
電圧を基準に正極性及び負極性の各々で所望の階調電圧を印加する必要があるために、画
素値を示すデジタルデータから、表示階調の２倍の数の階調電圧（アナログ電圧）を発生
するＤＡ変換器が必要とされる。そのために、このようなＤＡ変換器は、表示階調の数だ
けの階調電圧を発生する通常のＤＡ変換器に比べ、回路規模が増大する。なお、ＤＡ変換
器は、画素の列ごとに設けられるので、１個のＤＡ変換器の回路規模の増大は、液晶表示
装置全体の回路規模を著しく増大させてしまう。
【０００５】
　そこで、従来、このようなコモン一定駆動法を採用する液晶表示装置において、ＤＡ変
換器の回路規模を縮小化する技術が提案されている（例えば、特許文献１参照）。特許文
献１では、画素の列ごとに設けられたＤＡ変換器において、隣接する２つのＤＡ変換器の
対のそれぞれについて、一方を正極性専用のＤＡ変換器とし、他方を負極性専用のＤＡ変
換器として、役割を固定化する。第１動作では、正極性専用のＤＡ変換器が第１の画素列
に対応した第１信号線に正極性の電圧を発生するとともに、負極性専用のＤＡ変換器が第
２の画素列に対応した第２信号線に負極性の電圧を発生し、一方、第２動作では、正極性
専用のＤＡ変換器が第２信号線に正極性の電圧を発生するとともに、負極性専用のＤＡ変
換器が第１信号線に負極性の電圧を発生する。そして、これら第１動作と第２動作とが、
フレーム周期で、交互に切り替わるように、切替回路が設けられている。これにより、各
ＤＡ変換器は、正極性専用、又は、負極性専用のＤＡ変換器として機能すれば済むので、
表示階調の２倍の数の階調電圧を発生するＤＡ変換器に比べ、小さな回路規模で実現され
る。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平９－２６７６５号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかしながら、特許文献１に開示された技術では、隣接する２つのＤＡ変換器を入れ替
えながら使用する方式であるために、ＤＡ変換器及び切替回路等の特性のばらつきに依存
して、隣接する２つの信号線ごとに輝度むらが生じ得るという問題がある。例えば、Ｒ（
Ｒｅｄ）、Ｇ（Ｇｒｅｅｎ）、Ｂ（Ｂｌｕｅ）の画素が配列されたカラーの液晶表示装置
では、Ｒ画素用の第１信号線とＧ画素用の第２信号線とが１対のＤＡ変換器を共有し、Ｂ
画素用の第３信号線とＲ画素用の第４信号線とが１対のＤＡ変換器を共有し、Ｇ画素用の
第５信号線とＢ画素用の第６信号線とが１対のＤＡ変換器を共有するというように、異な
る色の画素に対応する信号線が１対のＤＡ変換器を共有する構成となる。そのために、液
晶表示装置において、縦縞の輝度むらが生じたり、階調度の精度が落ちたりするという問
題がある。
【０００８】
　また、特許文献１に開示された技術では、隣接する２つの信号線が１対のＤＡ変換器を
共有する方式であるために、隣接する２つの信号線間における配線が立体的に交差する箇
所が多く発生し、配線間で生じるクロストークの影響を受け易いという問題もある。その
ために、信号線に流す信号の周波数の上限が低くなってしまい、大画面化が妨げられてし
まう。
【０００９】
　そこで、本発明は、小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶表示装置に適用しても輝度
むらが生じにくい信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置を提供する、又は、小さ
な回路規模で、かつ、大画面の液晶表示装置にも適用できる信号線駆動回路及びそれを備
える液晶表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　上記目的を達成するために、本発明に係る信号線駆動回路の一態様は、２次元状に配置
された液晶の画素群と、前記画素群の各列に対応して設けられたｎ本の信号線とを備え、
前記信号線を介して、各画素が有する画素電極に対して、各画素に共通の対向電極を基準
に正極性及び負極性の電圧を印加する液晶表示装置に用いられる信号線駆動回路であって
、前記ｎ本の信号線のそれぞれに対応して設けられたｎ個のＤＡ変換器と、前記ｎ個のＤ
Ａ変換器の動作を切り替える切り替え回路とを備え、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ
（ｉは、１以上、かつ、ｎ以下の奇数）番目のＤＡ変換器は、第ｉ番目の信号線又は第ｋ
（ｋは、２以上、かつ、ｎ以下、かつ、ｉから３以上離れた偶数）番目の信号線に対応し
た正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、２以上、かつ
、ｎ以下の偶数）番目のＤＡ変換器は、第ｊ番目の信号線又は第ｍ（ｍは、１以上、かつ
、ｎ以下、かつ、ｊから３以上離れた奇数）番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を
発生し、前記切り替え回路は、（１）前記第ｉ番目のＤＡ変換器が第ｉ番目の信号線に対
応した正極性の階調電圧を発生し、前記第ｊ番目のＤＡ変換器が第ｊ番目の信号線に対応
した負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）前記第ｉ番目のＤＡ変換器が前記第
ｋ番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第ｊ番目のＤＡ変換器が前記
第ｍ番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるよ
うに切り替えることを繰り返す。
【００１１】
　これにより、ＤＡ変換器が正極性専用のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類
に分類されるので、１種類のＤＡ変換器で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式
に比べ、小さな回路規模で信号線駆動回路が実現される。さらに、従来のように隣接する
２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用するのではなく、３列分以上離れた２種類のＤ
Ａ変換器を入れ替えながら使用する方式であるために、例えば、３列分離れた同一色の画
素用の２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用することができる。よって、従来のよう
にＤＡ変換器等の特性のばらつきに依存して隣接する２つの信号線ごとに輝度むらが生じ
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るという問題が回避され、小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶表示装置に適用しても
輝度むらが生じにくい信号線駆動回路が実現される。
【００１２】
　その具体的な一態様は、前記ｎ本の信号線のうち、隣接して配置された６本の信号線を
第１～第６信号線としたときに、前記ｎ個のＤＡ変換器は、第１信号線又は第４信号線に
対応した正極性の階調電圧を発生する第１ＤＡ変換器と、第４信号線又は第１信号線に対
応した負極性の階調電圧を発生する第２ＤＡ変換器と、第５信号線又は第２信号線に対応
した正極性の階調電圧を発生する第３ＤＡ変換器と、第２信号線又は第５信号線に対応し
た負極性の階調電圧を発生する第４ＤＡ変換器と、第３信号線又は第６信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生する第５ＤＡ変換器と、第６信号線又は第３信号線に対応した負
極性の階調電圧を発生する第６ＤＡ変換器とを含み、前記切り替え回路は、（１）前記第
１ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換
器が前記第４信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第
５信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前記第２信号線に
対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第５ＤＡ変換器が前記第３信号線に対応した正
極性の階調電圧を発生し、前記第６ＤＡ変換器が前記第６信号線に対応した負極性の階調
電圧を発生する第１動作と、（２）前記第１ＤＡ変換器が前記第４信号線に対応した正極
性の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した負極性の階調電
圧を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し
、前記第４ＤＡ変換器が前記第５信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第５
ＤＡ変換器が前記第６信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第６ＤＡ変換器
が前記第３信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるよ
うに切り替えることを繰り返す。
【００１３】
　ここで、前記信号線のうち、隣接して配置された４本の信号線を第１～第４信号線とし
たときに、前記ｎ個のＤＡ変換器は、第１信号線、第４信号線、第３信号線又は第２信号
線に対応した正極性の階調電圧を発生する第１ＤＡ変換器と、第２信号線、第１信号線、
第４信号線又は第３信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第２ＤＡ変換器と、第
３信号線、第２信号線、第１信号線又は第４信号線に対応した正極性の階調電圧を発生す
る第３ＤＡ変換器と、第４信号線、第３信号線、第２信号線又は第１信号線に対応した負
極性の階調電圧を発生する第４ＤＡ変換器とを含み、前記切り替え回路は、（１）前記第
１ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換
器が前記第２信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第
３信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前記第４信号線に
対応した負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）前記第１ＤＡ変換器が前記第４
信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換器が前記第１信号線に対
応した負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した正極
性の階調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前記第３信号線に対応した負極性の階調電
圧を発生する第２動作と、（３）前記第１ＤＡ変換器が前記第３信号線に対応した正極性
の階調電圧を発生し、前記第２ＤＡ変換器が前記第４信号線に対応した負極性の階調電圧
を発生し、前記第３ＤＡ変換器が前記第１信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、
前記第４ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第３動作と
、（４）前記第１ＤＡ変換器が前記第２信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前
記第２ＤＡ変換器が前記第３信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記第３ＤＡ
変換器が前記第４信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記第４ＤＡ変換器が前
記第１信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第４動作のうち、少なくとも２つの
動作が順に行われるように切り替えることを繰り返してもよい。
【００１４】
　このとき、前記切り替え回路は、前記第１動作と前記第２動作とが交互に行われるよう
に切り替えることを繰り返してもよいし、前記切り替え回路は、前記第１動作、前記第２
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動作、前記第３動作及び前記第４動作が順に行われるように切り替えることを繰り返して
もよい。これにより、例えば、一つの信号線に４個のＤＡ変換器からの出力電圧が順に印
加されるので、一つの信号線に２個のＤＡ変換器からの出力電圧が交互に印加される従来
よりも、よりＤＡ変換器等の特性ばらつきへの依存性が緩和され、小さな回路規模で、か
つ、カラーの液晶表示装置に適用しても輝度むらが生じにくい信号線駆動回路が実現され
る。
【００１５】
　また、上記目的を達成するために、本発明に係る信号線駆動回路の一態様は、２次元状
に配置された液晶の画素群と、前記画素群の各列に対応して設けられたｎ本の信号線とを
備え、前記信号線を介して、各画素が有する画素電極に対して、各画素に共通の対向電極
を基準に正極性及び負極性の電圧を印加する液晶表示装置に用いられる信号線駆動回路で
あって、前記ｎ本の信号線のそれぞれに対応して設けられたｎ個のＤＡ変換器と、前記ｎ
個のＤＡ変換器の動作を切り替える切り替え回路とを備え、前記ｎ個のＤＡ変換器のうち
の奇数番目のＤＡ変換器は、対応する信号線又は対応する信号線よりも所定の隣接方向に
１本以上離れた信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のう
ちの偶数番目のＤＡ変換器は、対応する信号線又は対応する信号線よりも所定の隣接方向
に１本以上離れた信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記切り替え回路は、（
１）前記奇数番目のＤＡ変換器が対応する信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、
前記偶数番目のＤＡ変換器が対応する信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第１
動作と、（２）前記奇数番目のＤＡ変換器が対応する信号線よりも所定の隣接方向に１本
以上離れた信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記偶数番目のＤＡ変換器が対
応する信号線よりも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線に対応した負極性の階調電圧
を発生する第２動作とが交互に行われるように切り替えることを繰り返す。
【００１６】
　これにより、ＤＡ変換器が正極性専用のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類
に分類されるので、１種類のＤＡ変換器で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式
に比べ、小さな回路規模で信号線駆動回路が実現される。さらに、従来のように２種類の
ＤＡ変換器を入れ替えながら使用するのではなく、当該信号線に対応するＤＡ変換器とそ
こから同一の隣接方向に所定の本数の信号線分だけ離れたＤＡ変換器の２種類のＤＡ変換
器とを交互に使用する方式であるために、ＤＡ変換器の切り替えのための配線をクロスし
て配置することが回避される。よって、従来のように隣接する２つのＤＡ変換器を入れ替
えて使用することが回避され、そのために、隣接する２つの信号線間における配線が立体
的に交差することがなくなり、配線間で生じるクロストークの影響が回避される。つまり
、小さな回路規模で、かつ、大画面の液晶表示装置にも適用できる信号線駆動回路が実現
される。
【００１７】
　その具体的な一態様は、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第１番目のＤＡ変換器は、第１
番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ
（ｉは、３以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれぞれは、第ｉ番目
の信号線又は第（ｉ－１）番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個
のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、２以上、かつ、ｎ以下の全て偶数）番目のＤＡ変換器
のそれぞれは、第ｊ番目の信号線又は第（ｊ－１）番目の信号線に対応した負極性の階調
電圧を発生し、前記切り替え回路は、（１）前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｋ（ｋは、
１以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれぞれが第ｋ番目の信号線に
対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目のＤＡ変換
器のそれぞれが第ｊ番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（
２）前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ番目のＤＡ変換器のそれぞれが第（ｉ－１）番目
の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目
のＤＡ変換器のそれぞれが第（ｊ－１）番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生
する第２動作とが交互に行われるように切り替えることを繰り返す。
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【００１８】
　ここで、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第１番目のＤＡ変換器は、第１番目の信号線に
対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第２番目のＤＡ変換
器は、第２番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器の
うちの第３番目のＤＡ変換器は、第３番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し
、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、４以上、かつ、ｎ以下の全て偶数）番目の
ＤＡ変換器のそれぞれは、第ｊ番目の信号線又は第（ｊ－３）番目の信号線に対応した負
極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ（ｉは、５以上、かつ、ｎ
以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれぞれは、第ｉ番目の信号線又は第（ｉ－３）
番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記切り替え回路は、（１）前記ｎ
個のＤＡ変換器のうちの第ｋ（ｋは、１以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変
換器のそれぞれが第ｋ番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤ
Ａ変換器のうちの第ｍ（ｍは、２以上、かつ、ｎ以下の全ての偶数）番目のＤＡ変換器の
それぞれが第ｍ番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）
前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ番目のＤＡ変換器のそれぞれが第（ｉ－３）番目の信
号線に対応した正極性の階調電圧を発生し、前記ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目のＤ
Ａ変換器のそれぞれが第（ｊ－３）番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する
第２動作とが交互に行われるように切り替えることを繰り返してもよい。
【００１９】
　これにより、配線間で生じるクロストークの影響が回避されるだけでなく、ある信号線
に対応するＤＡ変換器とそこから同一の隣接方向に３本の信号線分だけ離れたＤＡ変換器
の２種類のＤＡ変換器とを交互に使用する方式であるために、同一色の画素用の信号線に
対応するＤＡ変換器を入れ替えて使用されることとなり、従来のようにＤＡ変換器等の特
性のばらつきに依存して隣接する２つの信号線ごとに輝度むらが生じるという問題が回避
される。よって、小さな回路規模で、かつ、大画面の液晶表示装置にも適用でき、かつ、
カラーの液晶表示装置に適用しても輝度むらが生じにくい信号線駆動回路が実現される。
【００２０】
　なお、本発明は、上記のような信号線駆動回路として実現できるだけでなく、上記信号
線駆動回路と、前記信号線駆動回路から信号線を介して供給される階調電圧に応じて輝度
を変化させる画素を有する液晶パネルとを備える液晶表示装置として実現することもでき
る。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明により、小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶表示装置に適用しても輝度むら
が生じにくい信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置が提供されたり、小さな回路
規模で、かつ、大画面の液晶表示装置にも適用できる信号線駆動回路及びそれを備える液
晶表示装置が提供されたりする。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施の形態における液晶表示装置の構成を示すブロック図
【図２】図１に示された液晶パネルの断面図
【図３】図１に示された信号線駆動回路の詳細な構成を示すブロック図
【図４】図１に示された階調電圧発生回路の詳細を示す図
【図５Ａ】本発明の実施の形態１における信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第１
動作の状態）
【図５Ｂ】同信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第２動作の状態）
【図６】同信号線駆動回路の動作の遷移を示す状態遷移図
【図７Ａ】本発明の実施の形態２における信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第１
動作の状態）
【図７Ｂ】同信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第２動作の状態）
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【図７Ｃ】同信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第３動作の状態）
【図７Ｄ】同信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第４動作の状態）
【図８】同信号線駆動回路の動作の遷移を示す状態遷移図
【図９Ａ】本発明の実施の形態２の変形例における信号線駆動回路の構成を示すブロック
図（第１動作の状態）
【図９Ｂ】同信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第２動作の状態）
【図１０Ａ】本発明の実施の形態３における信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第
１動作の状態）
【図１０Ｂ】同信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第２動作の状態）
【図１１Ａ】本発明の実施の形態４における信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第
１動作の状態）
【図１１Ｂ】同信号線駆動回路の構成を示すブロック図（第２動作の状態）
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下、本発明に係る信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置について、図面を用
いて詳細に説明する。
【００２４】
　図１は、本発明の実施の形態における液晶表示装置１００の構成を示すブロック図であ
る。
【００２５】
　液晶表示装置１００は、画素電極に対してコモン一定駆動法による駆動を行うカラーの
液晶表示装置であり、画像信号処理回路１０１、階調電圧発生回路１０２、本発明に係る
信号線駆動回路１０３、ゲート線駆動回路１０４、液晶パネル１０５及び制御部１０６を
備える。
【００２６】
　画像信号処理回路１０１は、制御部１０６による制御の下で、外部から入力される映像
信号に基づいて、液晶パネル１０５が有する各画素の表示の階調（輝度）を示すデジタル
データ（画素データ）を信号線駆動回路１０３に出力する。
【００２７】
　液晶パネル１０５は、２次元状に配置された液晶の画素を有するカラーの表示パネルで
ある。
【００２８】
　階調電圧発生回路１０２は、制御部１０６による制御の下で、信号線駆動回路１０３に
、正極性用ＤＡ変換器のための多階調（例えば、６４階調）の各階調に対応する電圧と負
極性用ＤＡ変換器のための多階調（例えば、６４階調）の各階調に対応する電圧とを供給
する。
【００２９】
　信号線駆動回路１０３は、階調電圧発生回路１０２から正極性用ＤＡ変換器のための各
階調電圧と負極性用ＤＡ変換器のための各階調電圧の供給を受け、制御部１０６による制
御の下で、画像信号処理回路１０１から入力された画像データに応じて、液晶パネル１０
５の列ごとに設けられた信号線６０に、画素の表示の階調（輝度）に対応した電圧（階調
電圧）を出力するドライバである。
【００３０】
　ゲート線駆動回路１０４は、制御部１０６による制御の下で、液晶パネル１０５の行ご
とに設けられたゲート線７０に対して、行ごとに走査する（選択する）ための電圧（制御
電圧）を出力するドライバである。
【００３１】
　制御部１０６は、外部から入力される映像信号に含まれる水平同期信号及び垂直同期信
号等に基づいて、画像信号処理回路１０１、階調電圧発生回路１０２、信号線駆動回路１
０３及びゲート線駆動回路１０４に対して、それらを制御するためのタイミング信号等を
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出力する回路であり、制御プログラムを格納した不揮発性メモリ及びその制御プログラム
を実行するＣＰＵ等を有している。
【００３２】
　図２は、図１に示された液晶パネル１０５の断面図である。ここでは、液晶パネル１０
５が有する画素のうち、信号線６０とゲート線７０との各交差点付近に設けられた一つの
画素の断面が示されている。この液晶パネル１０５は、第１偏向板１１０、ガラス基板１
１１、ゲート絶縁膜１１２、画素電極１１３、液晶１１４、対向電極１１５、カラーフィ
ルタ１１６、ガラス基板１１７及び第２偏向板１１８が積層された構造を有する。また、
この液晶パネル１０５は、画素ごとに、ＴＦＴ１２０を有する。
【００３３】
　ＴＦＴ１２０は、ゲート電極１２１、ゲート絶縁膜１１２、半導体層１２４、ドレイン
電極１２２及びソース電極１２３から構成される。ドレイン電極１２２は、対応する信号
線６０に接続され、ここには、信号線駆動回路１０３から出力された階調電圧が信号線６
０を介して印加される。ゲート電極１２１は、対応するゲート線７０に接続され、ここに
は、ゲート線駆動回路１０４から出力された電圧（制御電圧）が印加される。ソース電極
１２３は、画素電極１１３に接続され、ＴＦＴ１２０の出力端子として機能する。
【００３４】
　第１偏向板１１０と第２偏向板１１８とは、光を偏向する機能を有し、偏向方向が同一
、又は、垂直となるように配置されている。
【００３５】
　画素電極１１３は、信号線６０とゲート線７０との交点位置付近に配置された、ソース
電極１２３に接続された透明導電膜からなり、ここには、信号線駆動回路１０３から信号
線６０に印加された階調電圧に対応する電圧が印加される。
【００３６】
　液晶１１４は、透明導電膜からなる対向電極１１５を基準として画素電極１１３に印加
された電圧に応じて、光の偏向方向を変化させる。これにより、バックライトからの光が
第１偏向板１１０、液晶１１４及び第２偏向板１１８を通過する光量が制御され、階調電
圧に応じて、画素の輝度が制御される。
【００３７】
　カラーフィルタ１１６は、Ｒ、Ｇ、Ｂのいずれかの色（本図では、Ｇ）だけを透過させ
るフィルタである。なお、隣接する画素のカラーフィルタ１１６の間には、ブラックマト
リクス１２５が設けられている。
【００３８】
　図３は、図１に示された信号線駆動回路１０３の詳細な構成を示すブロック図である。
ここでは、複数の信号線６０に対応する構成が概略的に示されている。つまり、本図にお
ける各ブロックは複数の回路要素の集合を意味する。
【００３９】
　この信号線駆動回路１０３は、コモン一定駆動法を採用する液晶表示装置１００（つま
り、２次元状に配置された液晶の画素群（液晶パネル１０５）と、画素群の各列に対応し
て設けられたｎ本の信号線６０とを備え、信号線６０を介して、各画素が有する画素電極
１１３に対して、各画素に共通の対向電極１１５を基準に正極性及び負極性の電圧を印加
する液晶表示装置１００）に用いられる信号線駆動回路である。そして、この信号線駆動
回路１０３は、画像信号処理回路１０１から送られてくる１行分の画像データ（シリアル
データ）を受けとるシフトレジスタ１０と、シフトレジスタ１０から各列に対応する画像
データ（例えば、列ごとに６ビットの画像データ）を取り出して保持するデータラッチ２
０と、ｎ本の信号線６０のそれぞれに対応して設けられたｎ個のＤＡ変換器（ＤＡ変換器
４０）と、ｎ個のＤＡ変換器の動作を切り替える切替回路（入力切替回路３０及び出力切
替回路５０で構成される回路）とを備える。
【００４０】
　なお、出力切替回路５０の入力側又は出力側に、信号線６０の夫々に対応した出力アン
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プが設けられていてもよい。
【００４１】
　ここで、輝度むらの抑制を目的とした信号線駆動回路１０３の第１の形態として、ＤＡ
変換器４０では、階調電圧発生回路１０２から供給される階調電圧の下で、ｎ（≧６）個
のＤＡ変換器のうちの第ｉ（ｉは、１以上、かつ、ｎ以下の奇数）番目のＤＡ変換器は、
第ｉ番目の信号線６０又は第ｋ（ｋは、２以上、かつ、ｎ以下、かつ、ｉから３以上離れ
た偶数）番目の信号線６０に対応した正極性の階調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換器のう
ちの第ｊ（ｊは、２以上、かつ、ｎ以下の偶数）番目のＤＡ変換器は、第ｊ番目の信号線
６０又は第ｍ（ｍは、１以上、かつ、ｎ以下、かつ、ｊから３以上離れた奇数）番目の信
号線６０に対応した負極性の階調電圧を発生する。つまり、このＤＡ変換器４０は、機能
的には、正極性専用のＤＡ変換器（第ｉ番目のＤＡ変換器）と負極性専用のＤＡ変換器（
第ｊ番目のＤＡ変換器）とから構成される。
【００４２】
　このとき、切替回路（入力切替回路３０及び出力切替回路５０）は、制御部１０６から
の切替信号に基づいて、（１）第ｉ番目のＤＡ変換器が第ｉ番目の信号線６０に対応した
正極性の階調電圧を発生し、第ｊ番目のＤＡ変換器が第ｊ番目の信号線６０に対応した負
極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２）第ｉ番目のＤＡ変換器が第ｋ番目の信号線
６０に対応した正極性の階調電圧を発生し、第ｊ番目のＤＡ変換器が第ｍ番目の信号線６
０に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるように切り替える
ことを繰り返す。
【００４３】
　これにより、本実施の形態の信号線駆動回路１０３では、ＤＡ変換器４０が正極性専用
のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類に分類されるので、１種類のＤＡ変換器
で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式に比べ、小さな回路規模で信号線駆動回
路が実現される。さらに、本実施の形態の信号線駆動回路１０３では、従来のように隣接
する２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用するのではなく、３列分以上離れた２種類
のＤＡ変換器を入れ替えながら使用する方式であるために、例えば、３列分離れた同一色
の画素用の２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用することができる。より具体的には
、Ｒ画素用の第１信号線に対応した正極性専用のＤＡ変換器とＲ画素用の第４信号線に対
応した負極性専用のＤＡ変換器とを入れ替えながら使用することができる。Ｇ画素用及び
Ｂ画素用の信号線についても同様である。
【００４４】
　よって、従来のようにＤＡ変換器等の特性のばらつきに依存して隣接する２つの信号線
ごとに輝度むらが生じるという問題が回避され、小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶
表示装置に適用しても輝度むらが生じにくい信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装
置が実現される。
【００４５】
　なお、ＤＡ変換器４０及び切替回路（入力切替回路３０及び出力切替回路５０）の構成
としては、このような構成に限られず、次のような構成であってもよい。
【００４６】
　つまり、液晶表示装置の大画面化を目的とした信号線駆動回路１０３の第２の形態とし
て、ＤＡ変換器４０では、階調電圧発生回路１０２から供給される階調電圧の下で、ｎ個
のＤＡ変換器のうちの奇数番目のＤＡ変換器は、対応する信号線６０又は対応する信号線
６０よりも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線６０に対応した正極性の階調電圧を発
生し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの偶数番目のＤＡ変換器は、対応する信号線６０又は対応
する信号線６０よりも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線６０に対応した負極性の階
調電圧を発生してもよい。
【００４７】
　このとき、切替回路（入力切替回路３０及び出力切替回路５０）は、制御部１０６から
の切替信号に基づいて、（１）奇数番目のＤＡ変換器が対応する信号線６０に対応した正
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極性の階調電圧を発生し、偶数番目のＤＡ変換器が対応する信号線６０に対応した負極性
の階調電圧を発生する第１動作と、（２）奇数番目のＤＡ変換器が対応する信号線６０よ
りも所定の隣接方向に１本以上離れた信号線６０に対応した正極性の階調電圧を発生し、
偶数番目のＤＡ変換器が対応する信号線６０よりも所定の隣接方向に１本以上離れた信号
線６０に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるように切り替
えることを繰り返す。
【００４８】
　これにより、本実施の形態の信号線駆動回路１０３では、ＤＡ変換器４０が正極性専用
のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類に分類されるので、１種類のＤＡ変換器
で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式に比べ、小さな回路規模で信号線駆動回
路が実現される。さらに、本実施の形態の信号線駆動回路１０３では、従来のように２種
類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用するのではなく、当該信号線に対応するＤＡ変換器
とそこから同一の隣接方向に所定の信号線分だけ離れたＤＡ変換器の２種類のＤＡ変換器
とを交互に使用する方式であるために、ＤＡ変換器の切り替えのための配線をクロスして
配置することが回避される。たとえば、第１信号線に階調電圧を発生するために、第１信
号線に対応した正極性専用のＤＡ変換器と第２信号線に対応した負極性専用のＤＡ変換器
とを交互に使用すると同時に、第２信号線に階調電圧を発生するために、第２信号線に対
応した負極性専用のＤＡ変換器と第３信号線に対応した正極性専用のＤＡ変換器とを交互
に使用する。
【００４９】
　よって、従来のように隣接する２つのＤＡ変換器を入れ替えて使用することが回避され
、そのために、隣接する２つの信号線間における配線が立体的に交差することがなくなり
、配線間で生じるクロストークの影響が回避される。つまり、小さな回路規模で、かつ、
大画面の液晶表示装置にも適用できる信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置が実
現される。
【００５０】
　図４は、図１に示された階調電圧発生回路１０２の詳細を示す図である。ここでは、信
号線駆動回路１０３が備えるＤＡ変換器４０（正極性用ＤＡ変換器４０ａ及び負極性用Ｄ
Ａ変換器４０ｂ）も併せて図示されている。正極性用ＤＡ変換器４０ａは、上述したＤＡ
変換器４０のうち、第ｉ番目のＤＡ変換器に相当し、一方、負極性用ＤＡ変換器４０ｂは
、第ｊ番目のＤＡ変換器に相当する。あるいは、正極性用ＤＡ変換器４０ａは、上述した
ＤＡ変換器４０のうち、奇数（又は、偶数）番目のＤＡ変換器に相当し、一方、負極性用
ＤＡ変換器４０ｂは、偶数（又は、奇数）番目のＤＡ変換器に相当する。
【００５１】
　階調電圧発生回路１０２は、電圧分圧器であり、対向電極１１５に印加される固定電位
の約２倍程度の電圧である電圧Ｖとグランドとの間に直列に接続された複数個の抵抗から
構成され、上記電圧Ｖと上記固定電位との間を階調数（例えば、６４）だけ分割して得ら
れる多階調（例えば、６４種類の階調）の電圧のそれぞれを正極性用ＤＡ変換器４０ａに
供給し、一方、上記固定電位とグランドとの間を階調数（例えば、６４）だけ分割して得
られる多階調（例えば、６４種類の階調）の電圧のそれぞれを負極性用ＤＡ変換器４０ｂ
に供給している。
【００５２】
　以上のように構成された本発明に係る信号線駆動回路１０３の具体的な回路について、
実施の形態１～４として、説明する。
【００５３】
　（実施の形態１）
　まず、実施の形態１における信号線駆動回路１０３ａを、図５Ａ、図５Ｂ、図６を用い
て説明する。図５Ａ及び図５Ｂは、本実施の形態における信号線駆動回路１０３ａの構成
を示すブロック図であり、それぞれ、第１動作及び第２動作を示す図である。図６は、本
実施の形態における信号線駆動回路１０３ａの動作の遷移を示す状態遷移図である。
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【００５４】
　本実施の形態における信号線駆動回路１０３ａは、上述した、輝度むらの抑制を目的と
した第１の形態に係る信号線駆動回路１０３の１つ目の一具体例である。
【００５５】
　つまり、図５Ａ及び図５Ｂに示されるように、図３におけるｎ本の信号線６０のうち、
隣接して配置された６本の信号線を第１信号線６１、第２信号線６２、第３信号線６３、
第４信号線６４、第５信号線６５、第６信号線６６としたときに、図３におけるシフトレ
ジスタ１０の具体例として、第１信号線６１～第６信号線６６のそれぞれに対応して第１
シフトレジスタ１１～第６シフトレジスタ１６が設けられ、図３におけるデータラッチ２
０の具体例として、第１信号線６１～第６信号線６６のそれぞれに対応して第１データラ
ッチ２１～第６データラッチ２６が設けられている。
【００５６】
　また、図３におけるＤＡ変換器４０（ｎ個のＤＡ変換器）の具体例として、第１信号線
６１又は第４信号線６４に対応した正極性の階調電圧を発生する第１ＤＡ変換器４１と、
第４信号線６４又は第１信号線６１に対応した負極性の階調電圧を発生する第２ＤＡ変換
器４２と、第５信号線６５又は第２信号線６２に対応した正極性の階調電圧を発生する第
３ＤＡ変換器４３と、第２信号線６２又は第５信号線６５に対応した負極性の階調電圧を
発生する第４ＤＡ変換器４４と、第３信号線６３又は第６信号線６６に対応した正極性の
階調電圧を発生する第５ＤＡ変換器４５と、第６信号線６６又は第３信号線６３に対応し
た負極性の階調電圧を発生する第６ＤＡ変換器４６とが設けられている。
【００５７】
　また、図３における入力切替回路３０の具体例として、第１ＤＡ変換器４１及び第２Ｄ
Ａ変換器４２に対応して第１入力切替回路３１が設けられ、第３ＤＡ変換器４３及び第４
ＤＡ変換器４４に対応して第２入力切替回路３２が設けられ、第５ＤＡ変換器４５及び第
６ＤＡ変換器４６に対応して第３入力切替回路３３が設けられている。
【００５８】
　また、図３における出力切替回路５０の具体例として、第１ＤＡ変換器４１及び第２Ｄ
Ａ変換器４２に対応して第１出力切替回路５１が設けられ、第３ＤＡ変換器４３及び第４
ＤＡ変換器４４に対応して第２出力切替回路５２が設けられ、第５ＤＡ変換器４５及び第
６ＤＡ変換器４６に対応して第３出力切替回路５３が設けられている。
【００５９】
　ここで、切替回路（第１入力切替回路３１～第３入力切替回路３３及び第１出力切替回
路５１～第３出力切替回路５３）は、（１）第１ＤＡ変換器４１が第１信号線６１に対応
した正極性の階調電圧を発生し、第２ＤＡ変換器４２が第４信号線６４に対応した負極性
の階調電圧を発生し、第３ＤＡ変換器４３が第５信号線６５に対応した正極性の階調電圧
を発生し、第４ＤＡ変換器４４が第２信号線６２に対応した負極性の階調電圧を発生し、
第５ＤＡ変換器４５が第３信号線６３に対応した正極性の階調電圧を発生し、第６ＤＡ変
換器４６が第６信号線６６に対応した負極性の階調電圧を発生する第１動作（図５Ａ参照
）と、（２）第１ＤＡ変換器４１が第４信号線６４に対応した正極性の階調電圧を発生し
、第２ＤＡ変換器４２が第１信号線６１に対応した負極性の階調電圧を発生し、第３ＤＡ
変換器４３が第２信号線６２に対応した正極性の階調電圧を発生し、第４ＤＡ変換器４４
が第５信号線６５に対応した負極性の階調電圧を発生し、第５ＤＡ変換器４５が第６信号
線６６に対応した正極性の階調電圧を発生し、第６ＤＡ変換器４６が第３信号線６３に対
応した負極性の階調電圧を発生する第２動作（図５Ｂ参照）とが交互に行われるように切
り替えることを繰り返す（図６参照）。
【００６０】
　具体的には、制御部１０６からの切替信号が第１動作を示す場合には、図５Ａに示され
るように、切替回路（第１入力切替回路３１～第３入力切替回路３３及び第１出力切替回
路５１～第３出力切替回路５３）は、次の切り替え状態を維持する。
【００６１】
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　つまり、第１入力切替回路３１は、第１データラッチ２１からのデータが第１ＤＡ変換
器４１に入力され、かつ、第４データラッチ２４からのデータが第２ＤＡ変換器４２に入
力されるように切替制御をし、第２入力切替回路３２は、第５データラッチ２５からのデ
ータが第３ＤＡ変換器４３に入力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第４
ＤＡ変換器４４に入力されるように切替制御をし、第３入力切替回路３３は、第３データ
ラッチ２３からのデータが第５ＤＡ変換器４５に入力され、かつ、第６データラッチ２６
からのデータが第６ＤＡ変換器４６に入力されるように切替制御をする。同時に、第１出
力切替回路５１は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧が第１信号線６１に出力
され、かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧が第４信号線６４に出力される
ように切替制御をし、第２出力切替回路５２は、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調
電圧が第５信号線６５に出力され、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が
第２信号線６２に出力されるように切替制御をし、第３出力切替回路５３は、第５ＤＡ変
換器４５からの正極性の階調電圧が第３信号線６３に出力され、かつ、第６ＤＡ変換器４
６からの負極性の階調電圧が第６信号線６６に出力されるように切替制御をする。
【００６２】
　一方、制御部１０６からの切替信号が第２動作を示す場合には、図５Ｂに示されるよう
に、第１入力切替回路３１は、第１データラッチ２１からのデータが第２ＤＡ変換器４２
に入力され、かつ、第４データラッチ２４からのデータが第１ＤＡ変換器４１に入力され
るように切替制御をし、第２入力切替回路３２は、第５データラッチ２５からのデータが
第４ＤＡ変換器４４に入力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第３ＤＡ変
換器４３に入力されるように切替制御をし、第３入力切替回路３３は、第３データラッチ
２３からのデータが第６ＤＡ変換器４６に入力され、かつ、第６データラッチ２６からの
データが第５ＤＡ変換器４５に入力されるように切替制御をする。同時に、第１出力切替
回路５１は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧が第４信号線６４に出力され、
かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧が第１信号線６１に出力されるように
切替制御をし、第２出力切替回路５２は、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧が
第２信号線６２に出力され、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が第５信
号線６５に出力されるように切替制御をし、第３出力切替回路５３は、第５ＤＡ変換器４
５からの正極性の階調電圧が第６信号線６６に出力され、かつ、第６ＤＡ変換器４６から
の負極性の階調電圧が第３信号線６３に出力されるように切替制御をする。
【００６３】
　このような切替回路（第１入力切替回路３１～第３入力切替回路３３及び第１出力切替
回路５１～第３出力切替回路５３）による切替制御により、図６に示されるように、第１
動作と第２動作とが交互に行われることが繰り返される。
【００６４】
　以上のように、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ａでは、ＤＡ変換器が正極性専用
のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類に分類されるので、１種類のＤＡ変換器
で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式に比べ、小さな回路規模で信号線駆動回
路が実現される。さらに、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ａでは、従来のように隣
接する２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用するのではなく、３列分離れた２種類の
ＤＡ変換器が入れ替えながら使用される。たとえば、Ｒ画素用の第１信号線６１に対応し
た正極性専用の第１ＤＡ変換器４１とＲ画素用の第４信号線６４に対応した負極性専用の
第２ＤＡ変換器４２とを入れ替えながら使用したり、Ｇ画素用の第２信号線６２に対応し
た負極性専用の第４ＤＡ変換器４４とＧ画素用の第５信号線６５に対応した正極性専用の
第３ＤＡ変換器４３とを入れ替えながら使用したり、Ｂ画素用の第３信号線６３に対応し
た正極性専用の第３ＤＡ変換器４５とＢ画素用の第６信号線６６に対応した負極性専用の
第６ＤＡ変換器４６とを入れ替えながら使用したりする。
【００６５】
　よって、従来のようにＤＡ変換器等の特性のばらつきに依存して隣接する２つの信号線
ごとに輝度むらが生じるという問題が回避され、小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶
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表示装置に適用しても輝度むらが生じにくい信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装
置が実現される。
【００６６】
　なお、本実施の形態では、ｎ本の信号線のうち、隣接する６本の信号線について、ＤＡ
変換器と信号線との対応関係を切り替える処理が行われたが、このような６本の信号線に
対応する回路（図５Ａ、図５Ｂ）は、ｎ本の信号線の全部（あるいは、６の倍数の信号線
）に対して適用されていてもよいし、ｎ本の信号線のうちの一部に対してだけ適用されて
もよい。本実施の形態における信号線駆動回路１０３ａが適用された６本の信号線に対応
する画素については、少なくとも、小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶表示装置に適
用しても輝度むらが生じにくいとう効果が奏される。
【００６７】
　（実施の形態２）
　次に、実施の形態２における信号線駆動回路１０３ｂを、図７Ａ～図７Ｄ、図８を用い
て説明する。図７Ａ～図７Ｄは、本実施の形態における信号線駆動回路１０３ｂの構成を
示すブロック図であり、それぞれ、第１動作、第２動作、第３動作及び第４動作を示す図
である。図８は、本実施の形態における信号線駆動回路１０３ｂの動作の遷移を示す状態
遷移図である。
【００６８】
　本実施の形態における信号線駆動回路１０３ｂは、上述した、輝度むらの抑制を目的と
した第１の形態に係る信号線駆動回路１０３の２つ目の一具体例である。
【００６９】
　つまり、図７Ａ～図７Ｄに示されるように、図３におけるｎ本の信号線６０のうち、隣
接して配置された４本の信号線を第１信号線６１、第２信号線６２、第３信号線６３、第
４信号線６４としたときに、図３におけるシフトレジスタ１０の具体例として、第１信号
線６１～第４信号線６４のそれぞれに対応して第１シフトレジスタ１１～第４シフトレジ
スタ１４が設けられ、図３におけるデータラッチ２０の具体例として、第１信号線６１～
第４信号線６４のそれぞれに対応して第１データラッチ２１～第４データラッチ２４が設
けられている。
【００７０】
　また、図３におけるＤＡ変換器４０（ｎ個のＤＡ変換器）の具体例として、第１信号線
６１、第４信号線６４、第３信号線６３又は第２信号線６２に対応した正極性の階調電圧
を発生する第１ＤＡ変換器４１と、第２信号線６２、第１信号線６１、第４信号線６４又
は第３信号線６３に対応した負極性の階調電圧を発生する第２ＤＡ変換器４２と、第３信
号線６３、第２信号線６２、第１信号線６１又は第４信号線６４に対応した正極性の階調
電圧を発生する第３ＤＡ変換器４３と、第４信号線６４、第３信号線６３、第２信号線６
２又は第１信号線６１に対応した負極性の階調電圧を発生する第４ＤＡ変換器４４とが設
けられている。
【００７１】
　また、図３における入力切替回路３０の具体例として、第１ＤＡ変換器４１～第４ＤＡ
変換器４４に対応して入力切替回路３４が設けられ、図３における出力切替回路５０の具
体例として、第１ＤＡ変換器４１～第４ＤＡ変換器４４に対応して出力切替回路５４が設
けられている。
【００７２】
　ここで、切替回路（入力切替回路３４及び出力切替回路５４）は、（１）第１ＤＡ変換
器４１が第１信号線６１に対応した正極性の階調電圧を発生し、第２ＤＡ変換器４２が第
２信号線６２に対応した負極性の階調電圧を発生し、第３ＤＡ変換器４３が第３信号線６
３に対応した正極性の階調電圧を発生し、第４ＤＡ変換器４４が第４信号線６４に対応し
た負極性の階調電圧を発生する第１動作と（図７Ａ参照）、（２）第１ＤＡ変換器４１が
第４信号線６４に対応した正極性の階調電圧を発生し、第２ＤＡ変換器４２が第１信号線
６１に対応した負極性の階調電圧を発生し、第３ＤＡ変換器４３が第２信号線６２に対応
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した正極性の階調電圧を発生し、第４ＤＡ変換器４４が第３信号線６３に対応した負極性
の階調電圧を発生する第２動作と（図７Ｂ参照）、（３）第１ＤＡ変換器４１が第３信号
線６３に対応した正極性の階調電圧を発生し、第２ＤＡ変換器４２が第４信号線６４に対
応した負極性の階調電圧を発生し、第３ＤＡ変換器４３が第１信号線６１に対応した正極
性の階調電圧を発生し、第４ＤＡ変換器４４が第２信号線６２に対応した負極性の階調電
圧を発生する第３動作と（図７Ｃ参照）、（４）第１ＤＡ変換器４１が第２信号線６２に
対応した正極性の階調電圧を発生し、第２ＤＡ変換器４２が第３信号線６３に対応した負
極性の階調電圧を発生し、第３ＤＡ変換器４３が第４信号線６４に対応した正極性の階調
電圧を発生し、第４ＤＡ変換器４４が第１信号線６１に対応した負極性の階調電圧を発生
する第４動作が（図７Ｄ参照）、この順に行われるように切り替えることを繰り返す。
【００７３】
　具体的には、制御部１０６からの切替信号が第１動作を示す場合には、図７Ａに示され
るように、入力切替回路３４は、第１データラッチ２１からのデータが第１ＤＡ変換器４
１に入力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第２ＤＡ変換器４２に入力さ
れ、かつ、第３データラッチ２３からのデータが第３ＤＡ変換器４３に入力され、かつ、
第４データラッチ２４からのデータが第４ＤＡ変換器４４に入力されるように切替制御を
する。同時に、出力切替回路５４は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧が第１
信号線６１に出力され、かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧が第２信号線
６２に出力され、かつ、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧が第３信号線６３に
出力され、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が第４信号線６４に出力さ
れるように切替制御をする。
【００７４】
　また、制御部１０６からの切替信号が第２動作を示す場合には、図７Ｂに示されるよう
に、入力切替回路３４は、第１データラッチ２１からのデータが第２ＤＡ変換器４２に入
力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第３ＤＡ変換器４３に入力され、か
つ、第３データラッチ２３からのデータが第４ＤＡ変換器４４に入力され、かつ、第４デ
ータラッチ２４からのデータが第１ＤＡ変換器４１に入力されるように切替制御をする。
同時に、出力切替回路５４は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧が第４信号線
６４に出力され、かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧が第１信号線６１に
出力され、かつ、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧が第２信号線６２に出力さ
れ、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が第３信号線６３に出力されるよ
うに切替制御をする。
【００７５】
　また、制御部１０６からの切替信号が第３動作を示す場合には、図７Ｃに示されるよう
に、入力切替回路３４は、第１データラッチ２１からのデータが第３ＤＡ変換器４３に入
力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第４ＤＡ変換器４４に入力され、か
つ、第３データラッチ２３からのデータが第１ＤＡ変換器４１に入力され、かつ、第４デ
ータラッチ２４からのデータが第２ＤＡ変換器４２に入力されるように切替制御をする。
同時に、出力切替回路５４は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧が第３信号線
６３に出力され、かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧が第４信号線６４に
出力され、かつ、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧が第１信号線６１に出力さ
れ、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が第２信号線６２に出力されるよ
うに切替制御をする。
【００７６】
　また、制御部１０６からの切替信号が第４動作を示す場合には、図７Ｄに示されるよう
に、入力切替回路３４は、第１データラッチ２１からのデータが第４ＤＡ変換器４４に入
力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第１ＤＡ変換器４１に入力され、か
つ、第３データラッチ２３からのデータが第２ＤＡ変換器４２に入力され、かつ、第４デ
ータラッチ２４からのデータが第３ＤＡ変換器４３に入力されるように切替制御をする。
同時に、出力切替回路５４は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧が第２信号線
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６２に出力され、かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧が第３信号線６３に
出力され、かつ、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧が第４信号線６４に出力さ
れ、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が第１信号線６１に出力されるよ
うに切替制御をする。
【００７７】
　このような切替回路（入力切替回路３４及び出力切替回路５４）による切替制御により
、図８に示されるように、第１動作、第２動作、第３動作及び第４動作が順に行われるこ
とを繰り返される。
【００７８】
　以上のように、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ｂでは、ＤＡ変換器が正極性専用
のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類に分類されるので、１種類のＤＡ変換器
で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式に比べ、小さな回路規模で信号線駆動回
路が実現される。さらに、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ｂでは、従来のように隣
接する２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用するのではなく、隣接する４個のＤＡ変
換器が入れ替えながら使用される。たとえば、Ｒ画素用の第１信号線６１には、第１ＤＡ
変換器４１からの正極性の階調電圧と第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧と第３
ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧と第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧と
が順に印加され、Ｇ画素用の第２信号線６２には、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階
調電圧と第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧と第４ＤＡ変換器４４からの負極性
の階調電圧と第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧とが順に印加され、Ｂ画素用の
第３信号線６３には、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧と第４ＤＡ変換器４４
からの負極性の階調電圧と第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧と第２ＤＡ変換器
４２からの負極性の階調電圧とが順に印加され、Ｒ画素用の第４信号線６４には、第４Ｄ
Ａ変換器４４からの負極性の階調電圧と第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧と第
２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧と第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧
とが順に印加される。
【００７９】
　このように、一つの信号線に４個のＤＡ変換器から出力電圧が順に印加されるので、一
つの信号線に２個のＤＡ変換器からの出力電圧が交互に印加される従来よりも、よりＤＡ
変換器等の特性ばらつきへの依存性が緩和され、小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶
表示装置に適用しても輝度むらが生じにくい信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装
置が実現される。
【００８０】
　なお、上記実施の形態では、切替回路（入力切替回路３４及び出力切替回路５４）によ
って４つの動作（第１動作、第２動作、第３動作及び第４動作）が順に行われるように切
り替えられたが、本発明はこのような切り替えに限られず、４つの動作のうち、少なくと
も２つの動作が順に行われるように切り替えてもよい。例えば、切替回路（入力切替回路
３４及び出力切替回路５４）は、図９Ａ及び図９Ｂに示される信号線駆動回路１０３ｃの
ように、図９Ａに示される第１動作と図９Ｂに示される第２動作とが交互に行われるよう
に切り替えることを繰り返してもよい。ここで、図９Ａは図７Ａと同一の接続状態を示し
、図９Ｂは図７Ｂと同一の接続状態を示す。
【００８１】
　これにより、ＤＡ変換器が正極性専用のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類
に分類されるので、１種類のＤＡ変換器で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式
に比べ、小さな回路規模で信号線駆動回路が実現される。さらに、本実施の形態の信号線
駆動回路１０３ｂでは、従来のように隣接する２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用
するのではなく、隣接する４個のＤＡ変換器を隣接方向にシフト及び回転させるように切
り替えて使用している。たとえば、Ｒ画素用の第１信号線６１には、第１ＤＡ変換器４１
からの正極性の階調電圧と第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧とが交互に印加さ
れるが、Ｇ画素用の第２信号線６２には、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧と
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第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧とが交互に印加され、Ｂ画素用の第３信号線
６３には、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧と第４ＤＡ変換器４４からの負極
性の階調電圧とが交互に印加され、Ｒ画素用の第４信号線６４には、第４ＤＡ変換器４４
からの負極性の階調電圧と第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階調電圧とが交互に印加さ
れる。
【００８２】
　また、本実施の形態では、隣接する４本の信号線を対象として信号線とＤＡ変換器との
関係を切り替えることで４つの動作が順に行われることが繰り返されたが、本発明は、こ
のような形態に限定されず、隣接する４本よりも多いｎ本の信号線を対象として信号線と
ＤＡ変換器との関係を切り替えることでｎ個の動作が順に行われることが繰り返されても
よい。たとえば、隣接する６本の信号線を対象として信号線とＤＡ変換器との関係を、本
実施の形態のようにずらしながら切り替えることで、６個の動作が順に行われることが繰
り返されてもよい。
【００８３】
　（実施の形態３）
　次に、実施の形態３における信号線駆動回路１０３ｄを、図１０Ａ、図１０Ｂを用いて
説明する。図１０Ａ及び図１０Ｂは、本実施の形態における信号線駆動回路１０３ｄの構
成を示すブロック図であり、それぞれ、第１動作及び第２動作を示す図である。
【００８４】
　本実施の形態における信号線駆動回路１０３ｄは、上述した、液晶表示装置の大画面化
を目的とした第２の形態に係る信号線駆動回路１０３の１つ目の一具体例である。
【００８５】
　なお、本実施の形態では、図３におけるｎ本の信号線６０の全てを対象として、ＤＡ変
換器を切り替える動作が行われるが、説明の便宜上、図１０Ａ及び図１０Ｂには、ｎ本の
信号線６０うちの左端から４本の信号線に相当する箇所だけが図示されている。つまり、
図１０Ａ及び図１０Ｂに示されるように、図３におけるｎ本の信号線６０のうち、左端か
ら配置された４本の信号線を第１信号線６１、第２信号線６２、第３信号線６３、第４信
号線６４としたときに、図３におけるシフトレジスタ１０の具体例として、第１信号線６
１～第４信号線６４のそれぞれに対応する第１シフトレジスタ１１～第４シフトレジスタ
１４だけが図示され、図３におけるデータラッチ２０の具体例として、第１信号線６１～
第４信号線６４のそれぞれに対応する第１データラッチ２１～第４データラッチ２４だけ
が図示され、図３におけるＤＡ変換器４０（ｎ個のＤＡ変換器）の具体例として、第１信
号線６１～第４信号線６４のそれぞれに対応する第１ＤＡ変換器４１～第４ＤＡ変換器４
４だけが図示されている。
【００８６】
　また、図３における入力切替回路３０の具体例として、第１ＤＡ変換器４１～第ｎＤＡ
変換器に対応する入力切替回路３５が設けられ、図３における出力切替回路５０の具体例
として、第１ＤＡ変換器４１～第ｎＤＡ変換器に対応する出力切替回路５５が設けられて
いる。
【００８７】
　なお、厳密には、本実施の形態では、図１０Ａ及び図１０Ｂにおける第ｎＤＡ変換器の
右横に、第ｎ信号線に正極性の階調電圧を印加するための第（ｎ＋１）ＤＡ変換器が置か
れている。そして、その第（ｎ＋１）ＤＡ変換器は、第２動作において、入力切替回路３
０及び出力切替回路５０によって第ｎ信号線と接続され得る。
【００８８】
　ここで、ｎ個のＤＡ変換器は、次の機能を果たす。つまり、ｎ個のＤＡ変換器のうちの
第１番目のＤＡ変換器（第１ＤＡ変換器４１）は、第１番目の信号線（第１信号線６１）
に対応した正極性の階調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ（ｉは、３以上、
かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれぞれ（第３ＤＡ変換器４３、・・）
は、第ｉ番目の信号線又は第（ｉ－１）番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生
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し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、２以上、かつ、ｎ以下の全て偶数）番目のＤ
Ａ変換器のそれぞれ（第２ＤＡ変換器４２、第４ＤＡ変換器４４、・・）は、第ｊ番目の
信号線又は第（ｊ－１）番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する。
【００８９】
　そして、切替回路（入力切替回路３５及び出力切替回路５５）は、（１）ｎ個のＤＡ変
換器のうちの第ｋ（ｋは、１以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれ
ぞれ（第１ＤＡ変換器４１、第３ＤＡ変換器４３、・・）が第ｋ番目の信号線（第１信号
線６１、第３信号線６３、・・）に対応した正極性の階調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換
器のうちの第ｊ番目のＤＡ変換器のそれぞれ（第２ＤＡ変換器４２、第４ＤＡ変換器４４
、・・）が第ｊ番目の信号線（第２信号線６２、第４信号線６４、・・）に対応した負極
性の階調電圧を発生する第１動作（図１０Ａ参照）と、（２）ｎ個のＤＡ変換器のうちの
第ｉ番目のＤＡ変換器のそれぞれ（第３ＤＡ変換器４３、・・）が第（ｉ－１）番目の信
号線（第２信号線６２、第４信号線６４、・・）に対応した正極性の階調電圧を発生し、
ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目のＤＡ変換器のそれぞれ（第２ＤＡ変換器４２、第４
ＤＡ変換器４４、・・）が第（ｊ－１）番目の信号線（第１信号線６１、第３信号線６３
、・・）に対応した負極性の階調電圧を発生する第２動作（図１０Ｂ参照）とが交互に行
われるように切り替えることを繰り返す。
【００９０】
　具体的には、制御部１０６からの切替信号が第１動作を示す場合には、図１０Ａに示さ
れるように、切替回路（入力切替回路３５及び出力切替回路５５）は、次の切り替え状態
を維持する。
【００９１】
　つまり、入力切替回路３５は、第１データラッチ２１からのデータが第１ＤＡ変換器４
１に入力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第２ＤＡ変換器４２に入力さ
れ、かつ、第３データラッチ２３からのデータが第３ＤＡ変換器４３に入力され、かつ、
第４データラッチ２４からのデータが第４ＤＡ変換器４４に入力され、・・、というよう
に切替制御をする。同時に、出力切替回路５５は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階
調電圧が第１信号線６１に出力され、かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧
が第２信号線６２に出力され、かつ、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧が第３
信号線６３に出力され、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が第４信号線
６４に出力され、・・、というように切替制御をする。
【００９２】
　一方、制御部１０６からの切替信号が第２動作を示す場合には、図１０Ｂに示されるよ
うに、入力切替回路３５は、第１データラッチ２１からのデータが第２ＤＡ変換器４２に
入力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第３ＤＡ変換器４３に入力され、
かつ、第３データラッチ２３からのデータが第４ＤＡ変換器４４に入力され、・・、とい
うように切替制御をする。同時に、出力切替回路５５は、第２ＤＡ変換器４２からの正極
性の階調電圧が第１信号線６１に出力され、かつ、第３ＤＡ変換器４３からの負極性の階
調電圧が第２信号線６２に出力され、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの正極性の階調電圧
が第３信号線６３に出力され、・・、というように切替制御をする。
【００９３】
　このような切替回路（入力切替回路３５及び出力切替回路５５）による切替制御により
、図６に示されるように、第１動作と第２動作とが交互に行われることが繰り返される。
【００９４】
　これにより、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ｄでは、ＤＡ変換器４０が正極性専
用のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類に分類されるので、１種類のＤＡ変換
器で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式に比べ、小さな回路規模で信号線駆動
回路が実現される。さらに、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ｄでは、２種類のＤＡ
変換器を入れ替えながら使用するのではなく、当該信号線に対応するＤＡ変換器とそこか
ら同一の隣接方向に１本の信号線分だけ離れたＤＡ変換器の２種類のＤＡ変換器とを交互
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に使用する方式であるために、ＤＡ変換器の切り替えのための配線をクロスして配置する
ことが回避される。たとえば、第１信号線６１に階調電圧を発生するために、第１信号線
６１に対応した正極性専用の第１ＤＡ変換器４１と第２信号線６２に対応した負極性専用
の第２ＤＡ変換器４２とを交互に使用すると同時に、第２信号線６２に階調電圧を発生す
るために、第２信号線６２に対応した負極性専用の第２ＤＡ変換器４２と第３信号線６３
に対応した正極性専用の第３ＤＡ変換器４３とを交互に使用する。
【００９５】
　よって、従来のように隣接する２つのＤＡ変換器を入れ替えて使用することが回避され
、そのために、隣接する２つの信号線間における配線が立体的に交差することがなくなり
、配線間で生じるクロストークの影響が回避される。つまり、小さな回路規模で、かつ、
大画面の液晶表示装置にも適用できる信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置が実
現される。
【００９６】
　なお、本実施の形態では、図３におけるｎ本の信号線６０の全てを対象として、ＤＡ変
換器を切り替える動作が行われたが、図３におけるｎ本の信号線６０の一部だけを対象と
してＤＡ変換器を切り替える動作を行ってもよい。少なくとも本実施の形態におけるＤＡ
変換器の切り替えを適用した信号線については、隣接する２つの信号線間における配線が
立体的に交差することがなくなる。
【００９７】
　（実施の形態４）
　次に、実施の形態４における信号線駆動回路１０３ｅを、図１１Ａ、図１１Ｂを用いて
説明する。図１１Ａ及び図１１Ｂは、本実施の形態における信号線駆動回路１０３ｅの構
成を示すブロック図であり、それぞれ、第１動作及び第２動作を示す図である。
【００９８】
　本実施の形態における信号線駆動回路１０３ｅは、上述した、液晶表示装置の大画面化
を目的とした第２の形態に係る信号線駆動回路１０３の２つ目の一具体例である。
【００９９】
　なお、本実施の形態では、図３におけるｎ本の信号線６０の全てを対象として、ＤＡ変
換器を切り替える動作が行われるが、説明の便宜上、図１１Ａ及び図１１Ｂには、ｎ本の
信号線６０うちの左端から４本の信号線に相当する箇所だけが図示されている。つまり、
図１１Ａ及び図１１Ｂに示されるように、図３におけるｎ本の信号線６０のうち、左端か
ら配置された４本の信号線を第１信号線６１、第２信号線６２、第３信号線６３、第４信
号線６４としたときに、図３におけるシフトレジスタ１０の具体例として、第１信号線６
１～第４信号線６４のそれぞれに対応する第１シフトレジスタ１１～第４シフトレジスタ
１４だけが図示され、図３におけるデータラッチ２０の具体例として、第１信号線６１～
第４信号線６４のそれぞれに対応する第１データラッチ２１～第４データラッチ２４だけ
が図示され、図３におけるＤＡ変換器４０（ｎ個のＤＡ変換器）の具体例として、第１信
号線６１～第４信号線６４のそれぞれに対応する第１ＤＡ変換器４１～第４ＤＡ変換器４
４だけが図示されている。
【０１００】
　また、図３における入力切替回路３０の具体例として、第１ＤＡ変換器４１～第ｎＤＡ
変換器に対応する入力切替回路３６が設けられ、図３における出力切替回路５０の具体例
として、第１ＤＡ変換器４１～第ｎＤＡ変換器に対応する出力切替回路５６が設けられて
いる。
【０１０１】
　なお、厳密には、本実施の形態では、図１１Ａ及び図１１Ｂにおける第ｎＤＡ変換器の
右横に、第（ｎ－２）信号線に正極性の階調電圧を印加するための第（ｎ＋１）ＤＡ変換
器、第（ｎ－１）信号線に負極性の階調電圧を印加するための第（ｎ＋２）ＤＡ変換器、
及び、第ｎ信号線に正極性の階調電圧を印加するための第（ｎ＋３）ＤＡ変換器が置かれ
ている。そして、それら３個の第（ｎ＋１）～第（ｎ＋３）ＤＡ変換器は、第２動作にお
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いて、入力切替回路３０及び出力切替回路５０によって、それぞれ、第（ｎ－２）信号線
、第（ｎ－１）信号線、及び、第ｎ信号線と接続され得る。
【０１０２】
　ここで、ｎ個のＤＡ変換器は、次の機能を果たす。つまり、ｎ個のＤＡ変換器のうちの
第１番目のＤＡ変換器（第１ＤＡ変換器４１）は、第１番目の信号線（第１信号線６１）
に対応した正極性の階調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの第２番目のＤＡ変換器
（第２ＤＡ変換器４２）は、第２番目の信号線（第２信号線６１）に対応した負極性の階
調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの第３番目のＤＡ変換器（第３ＤＡ変換器４３
）は、第３番目の信号線（第３信号線６３）に対応した正極性の階調電圧を発生し、ｎ個
のＤＡ変換器のうちの第ｊ（ｊは、４以上、かつ、ｎ以下の全て偶数）番目のＤＡ変換器
のそれぞれ（第４ＤＡ変換器４４、・・）は、第ｊ番目の信号線又は第（ｊ－３）番目の
信号線に対応した負極性の階調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ（ｉは、５
以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれぞれは、第ｉ番目の信号線又
は第（ｉ－３）番目の信号線に対応した正極性の階調電圧を発生する。
【０１０３】
　そして、切替回路（入力切替回路３６及び出力切替回路５６）は、（１）ｎ個のＤＡ変
換器のうちの第ｋ（ｋは、１以上、かつ、ｎ以下の全ての奇数）番目のＤＡ変換器のそれ
ぞれ（第１ＤＡ変換器４１、第３ＤＡ変換器４３、・・）が第ｋ番目の信号線に対応した
正極性の階調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｍ（ｍは、２以上、かつ、ｎ以
下の全ての偶数）番目のＤＡ変換器のそれぞれ（第２ＤＡ変換器４２、第４ＤＡ変換器４
４、・・）が第ｍ番目の信号線に対応した負極性の階調電圧を発生する第１動作と、（２
）ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｉ番目のＤＡ変換器のそれぞれが第（ｉ－３）番目の信号
線に対応した正極性の階調電圧を発生し、ｎ個のＤＡ変換器のうちの第ｊ番目のＤＡ変換
器のそれぞれ（第４ＤＡ変換器４４、・・）が第（ｊ－３）番目の信号線に対応した負極
性の階調電圧を発生する第２動作とが交互に行われるように切り替えることを繰り返す。
【０１０４】
　具体的には、制御部１０６からの切替信号が第１動作を示す場合には、図１１Ａに示さ
れるように、切替回路（入力切替回路３６及び出力切替回路５６）は、次の切り替え状態
を維持する。
【０１０５】
　つまり、入力切替回路３６は、第１データラッチ２１からのデータが第１ＤＡ変換器４
１に入力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第２ＤＡ変換器４２に入力さ
れ、かつ、第３データラッチ２３からのデータが第３ＤＡ変換器４３に入力され、かつ、
第４データラッチ２４からのデータが第４ＤＡ変換器４４に入力され、・・、というよう
に切替制御をする。同時に、出力切替回路５６は、第１ＤＡ変換器４１からの正極性の階
調電圧が第１信号線６１に出力され、かつ、第２ＤＡ変換器４２からの負極性の階調電圧
が第２信号線６２に出力され、かつ、第３ＤＡ変換器４３からの正極性の階調電圧が第３
信号線６３に出力され、かつ、第４ＤＡ変換器４４からの負極性の階調電圧が第４信号線
６４に出力され、・・、というように切替制御をする。
【０１０６】
　一方、制御部１０６からの切替信号が第２動作を示す場合には、図１１Ｂに示されるよ
うに、入力切替回路３６は、第１データラッチ２１からのデータが第４ＤＡ変換器４４に
入力され、かつ、第２データラッチ２２からのデータが第５ＤＡ変換器に入力され、かつ
、第３データラッチ２３からのデータが第６ＤＡ変換器に入力され、・・、というように
切替制御をする。同時に、出力切替回路５６は、第４ＤＡ変換器４４からの正極性の階調
電圧が第１信号線６１に出力され、かつ、第５ＤＡ変換器からの負極性の階調電圧が第２
信号線６２に出力され、かつ、第６ＤＡ変換器からの正極性の階調電圧が第３信号線６３
に出力され、・・、というように切替制御をする。
【０１０７】
　このような切替回路（入力切替回路３６及び出力切替回路５６）による切替制御により
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、図６に示されるように、第１動作と第２動作とが交互に行われることが繰り返される。
【０１０８】
　これにより、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ｅでは、ＤＡ変換器４０が正極性専
用のＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器の２種類に分類されるので、１種類のＤＡ変換
器で表示階調の２倍の数の階調電圧を発生する方式に比べ、小さな回路規模で信号線駆動
回路が実現される。さらに、本実施の形態の信号線駆動回路１０３ｅでは、従来のように
２種類のＤＡ変換器を入れ替えながら使用するのではなく、当該信号線に対応するＤＡ変
換器とそこから同一の隣接方向に３本の信号線分だけ離れたＤＡ変換器の２種類のＤＡ変
換器とを交互に使用する方式であるために、ＤＡ変換器の切り替えのための配線をクロス
して配置することが回避される。たとえば、第１信号線６１に階調電圧を発生するために
、第１信号線６１に対応した正極性専用の第１ＤＡ変換器４１と第４信号線６４に対応し
た負極性専用の第４ＤＡ変換器４４とを交互に使用すると同時に、第２信号線６２に階調
電圧を発生するために、第２信号線６２に対応した負極性専用の第２ＤＡ変換器４２と第
５信号線に対応した正極性専用の第５ＤＡ変換器とを交互に使用する。
【０１０９】
　よって、従来のように隣接する２つのＤＡ変換器を入れ替えて使用することが回避され
、そのために、隣接する２つの信号線間における配線が立体的に交差することがなくなり
、配線間で生じるクロストークの影響が回避される。つまり、小さな回路規模で、かつ、
大画面の液晶表示装置にも適用できる信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置が実
現される。
【０１１０】
　さらに、本実施の形態によれば、ある信号線に対応するＤＡ変換器とそこから同一の隣
接方向に３本の信号線分だけ離れたＤＡ変換器の２種類のＤＡ変換器とを交互に使用する
方式であるために、同一色の画素用の信号線に対応するＤＡ変換器を入れ替えて使用され
ることとなり、従来のようにＤＡ変換器等の特性のばらつきに依存して隣接する２つの信
号線ごとに輝度むらが生じるという問題が回避され、小さな回路規模で、かつ、カラーの
液晶表示装置に適用しても輝度むらが生じにくい信号線駆動回路及びそれを備える液晶表
示装置が実現される。
【０１１１】
　なお、本実施の形態では、第４番目以降のＤＡ変換器が、対応する信号線と、３列だけ
離れた同一色の画素用の信号線とに対して、正極性（又は、負極性）の階調電圧を発生し
たが、本発明は、このような形態に限られず、第４番目以降のＤＡ変換器が、対応する信
号線と、６列だけ離れた同一色の画素用の信号線とに対して、正極性（又は、負極性）の
階調電圧を発生するように、ＤＡ変換器を切り替えてもよい。この場合であっても、同一
色の画素用の信号線に対応するＤＡ変換器を入れ替えて使用されることとなり、従来のよ
うにＤＡ変換器等の特性のばらつきに依存して隣接する２つの信号線ごとに輝度むらが生
じるという問題が回避される。
【０１１２】
　以上、本発明に係る信号線駆動回路及び液晶表示装置について、実施の形態１～４に基
づいて説明したが、本発明はこれらの実施の形態に限定されるものではない。本発明の主
旨を逸脱しない範囲で各実施の形態に対して当業者が思いつく各種変形を施して得られる
形態や、各実施の形態における構成要素を任意に組み合わせて得られる形態も、本発明に
含まれる。
【０１１３】
　また、各実施の形態では、ｎ個のＤＡ変換器のうち、奇数番目のＤＡ変換器が正極性の
階調電圧を発生し、偶数番目のＤＡ変換器が負極性の階調電圧を発生したが、この逆であ
ってもよい。つまり、ｎ個のＤＡ変換器のうち、奇数番目のＤＡ変換器が負極性の階調電
圧を発生し、偶数番目のＤＡ変換器が正極性の階調電圧を発生してもよい。正極性専用の
ＤＡ変換器と負極性専用のＤＡ変換器とが交互に並ぶように配置されていれば、本発明の
技術的思想を適用することができる。
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【０１１４】
　また、各実施の形態を併せもつ信号線駆動回路を実現してもよい。たとえば、ｎ本の信
号線のうちの一部に対して実施の形態１における信号線駆動回路１０３ａを適用し、ｎ本
の信号線のうちの他の一部に対して実施の形態２における信号線駆動回路１０３ｂを適用
してもよい。これにより、一つの液晶パネルにおいて、信号線の位置によって、輝度むら
の抑制を優先したり、クロストークの抑制を優先したりすることができる。
【産業上の利用可能性】
【０１１５】
　本発明は、液晶表示装置及びその信号線を駆動する回路として、特に、画素電極に対し
てコモン一定駆動法による駆動を行う液晶表示装置用の信号線駆動回路として、例えば、
小さな回路規模で、かつ、カラーの液晶表示装置に適用しても輝度むらが生じにくい信号
線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置、又は、小さな回路規模で、かつ、大画面の液
晶表示装置にも適用できる信号線駆動回路及びそれを備える液晶表示装置として、利用で
きる。
【符号の説明】
【０１１６】
　　　１０　　シフトレジスタ
　　　１１～１６　　第１～第６シフトレジスタ
　　　２０　　データラッチ
　　　２１～２６　　第１～第６データラッチ
　　　３０、３４～３６　　入力切替回路
　　　３１～３３　　第１～第３入力切替回路
　　　４０　　ＤＡ変換器
　　　４０ａ　正極性用ＤＡ変換器
　　　４０ｂ　負極性用ＤＡ変換器
　　　４１～４６　　第１～第６ＤＡ変換器
　　　５０、５４～５７　　出力切替回路
　　　５１～５３　　第１～第３出力切替回路
　　　６０　　信号線
　　　６１～６６　　第１～第６信号線
　　　７０　　ゲート線
　　１００　　液晶表示装置
　　１０１　　画像信号処理回路
　　１０２　　階調電圧発生回路
　　１０３、１０３ａ～１０３ｅ　　信号線駆動回路
　　１０４　　ゲート線駆動回路
　　１０５　　液晶パネル
　　１０６　　制御部
　　１１０　　偏向板
　　１１１　　ガラス基板
　　１１２　　ゲート絶縁膜
　　１１３　　画素電極
　　１１４　　液晶
　　１１５　　対向電極
　　１１６　　カラーフィルタ
　　１１７　　ガラス基板
　　１１８　　偏向板
　　１２０　　ＴＦＴ
　　１２１　　ゲート電極
　　１２２　　ドレイン電極
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　　１２３　　ソース電極
　　１２４　　半導体層
　　１２５　　ブラックマトリクス

【図１】

【図２】

【図３】
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